
学校現場における防災･減災教育の取組

～過去の水害を振り返り、教訓を次世代につなぐ～

豊岡市立中筋小学校



兵庫県豊岡市の概要

•平成17年、１市５町合併で誕生
•特別天然記念物 コウノトリ

•鞄製造、生産量日本一
•城崎温泉、城下町出石、神鍋高原
•市域の約８割が森林
•中央部には一級河川円山川
河川勾配は１０万分の１

（１０Kmで１m下がる)

水害常襲地帯



中筋小学校校区の概要

•市中心部から東南方面約６ｋｍに位置
する田園地帯、９つの地区で構成

•円山川と出石川の合流部のデルタ地帯

•河川氾濫の被害と、運ばれる肥えた土
⇒ 県下有数の野菜産地



豊岡市の防災・減災教育への取組

•平成16年台風23号は、甚大な被害をもたらし、災
害に強い地域づくりを進めるきっかけとなった。



豊岡市の防災・減災教育への取組

•学校教育現場では「メモリアルデー防災・減災授業」
を推進。市内公立小中学校で年３回実施

5月23日：北但大震災

10月23日：台風23号

1月17日：阪神淡路大震災

•国土交通省豊岡河川国道事務所と市が協力して作成し
た防災教育教材を授業に活用
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豊岡市防災教育教材の特徴

学齢 授業テーマ

高
学年

テーマ2

テーマ1

中
学年

テーマ2

テーマ1

低
学年

テーマ2

テーマ1 雨の恵みと災い

自分の命は自分で守る

洪水災害とその対策

自然との共生

洪水災害にどのように対応するか
～避難方法を知る～

わたしたちができること
～助けられる側から助ける側へ～

•思いやる共感能力が発達。
•自律的な態度が発達。

学齢別の主な特長

学齢別の主な特長

•地域の施設・行事、自然等への関心も増加。
•内省する力が発達。

学齢別の主な特長

•自分でしなければならないことができるようになる。
•行ってよいことと悪いことの理解ができるようになる。

※令和2年に避難情報の「警戒レベル」を追記

(1) 学齢のレベルに応じたテーマを設定した教材を作成



豊岡市防災教育教材の特徴

(2) 我がこと意識の醸成

・水害の教訓を後世に継承するために、映像や写真、自宅周辺の

防災マップを使い、豊岡の地域性を踏まえた内容を盛り込む。

(3) 授業に活用しやすい教材の作成

・授業の展開に応じて修正・抜粋するなど編集可能な資料を提供

〇学習指導案 〇振り返りのためのワークシート

〇授業用パワーポイント資料 〇副読本 〇資料画像、動画



〇学習指導案
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令和元年度作成
〇ワークシート



〇授業用パワーポイント資料



〇副読本



豊岡市防災教育教材の特徴
(4) 新型コロナウイルス蔓延下における避難の想定

新型コロナウイルス蔓延下における避難をテーマに

『コロナ禍防災教育』を追加で作成



中筋小学校の取組



中筋小学校の取組



地域の特色を活かして





取り組みの成果
【豊岡市】

•身近な写真や周辺の防災マップを確認することで、水害や
防災を身近に感じ、自分事として捉えることができている。

•視覚的に分かりやすい資料で災害に対するイメージが容易
となっている。

•○×クイズ等、低学年でも思考しやすい内容で児童の理解
度も深まっている。

【中筋小学校】

•市独自の資料を活用した防災授業を行ったうえで本校児童
の実態に即した避難訓練を実施することにより、児童の防
災に対する意識が相乗的に高められている。



今後の展望

【豊岡市】

•学びの実践の場として、市民総参加訓練などへの参加
を促し、要援護者の避難誘導など地域の防災を担う人

材としての育成を目指す。

•幼稚園児にもわかりやすい教材の作成や高校生向けに
地域への貢献などを意識した教材の作成にも取り組む。

【中筋小学校】

•学習で得た知識を家族に伝え、災害時の避難場所・避
難方法等の具体的な対応について家族と話し合い、共

通理解を深めさせる。



ご清聴ありがとうございました。


